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2024 年 12 月 20 日 

各 位

会 社 名 科  研  製  薬  株  式  会  社
代表者名  代表取締役社長 堀内 裕之

（コード番号 4521  東証プライム市場）

問合せ先 広 報 Ｉ Ｒ 部 近藤 康彦

（TEL．03-5977-5002） 

米国 Aadi Subsidiary, Inc.社買収（子会社化）に関するお知らせ 

科研製薬株式会社（本社：東京都文京区、社長：堀内裕之、以下「科研製薬」）は Aadi Bioscience, 
Inc.（NASDAQ：AADI、本社：米国デラウェア州、CEO：David Lennon、以下「売主」）との間

で、科研製薬が本件買収（以下に定義）のためにその傘下に設立した特別目的会社を通じて、売

主グループ（以下に定義）の事業を担う売主の完全子会社である Aadi Subsidiary, Inc.（本社：米

国カリフォルニア州、CEO：David Lennon、以下「Aadi 社」、売主と併せて「売主グループ」）を

科研製薬の完全子会社とすること（以下「本件買収」）について合意し、株式譲渡契約（以下「本

株式譲渡契約」）を締結いたしました。

 本件買収の実行は、売主株主からの承認の取得及び本株式譲渡契約に定める前提条件が満た

されることを条件としております。

１．本件買収の目的

科研製薬は、「一人でも多くの方に笑顔を取りもどしていただくために、優れた医薬品の提供

を通じて患者さんのクオリティ・オブ・ライフの向上につとめる。」を企業理念とし、1948 年の

設立以来、画期的な新薬の創出を目指すとともに、医療ニーズに即した医療用医薬品の研究開

発を行っています。現在、「長期経営計画 2031」に基づく海外展開戦略を具体的に進めており、

既に米国での自社開発を開始しております。また、並行して米国市場での自社販売体制の構築

を進める中で、本件買収により Aadi 社を米国市場での自社販売体制の中心に位置付け、グロー

バルな医療ニーズに応えるための基盤構築を格段に加速させていきます。売主グループは、希

少疾病の「局所進行した切除不能／転移性の悪性血管周囲類上皮細胞腫瘍」の治療薬である

「FYARRO®」を販売するバイオベンチャーです。「FYARRO®」はナノアルブミン結合技術を用

いた製品であり、FDA（米国食品医薬品局）より希少疾病用医薬品に指定されています。売主グ

ループは「FYARRO®」の販売の他、nab-Sirolimus の臨床第２相試験等を行っておりましたが、

2024 年８月 20 日付で「PRECISION1」試験を中止することを公表しており、現在は「FYARRO®」

の販売を主業としております。

科研製薬は、本件買収により、「FYARRO®」及び米国販売拠点に加えて、Aadi 社が有する希

少疾病用医薬品の販売プラットフォームや販売ノウハウを獲得します。現在、米国において自

社で開発を進めている難治性脈管奇形の治療薬である「KP-001」に「FYARRO®」の販売知見を

活用し、米国自社販売を推進してまいります。

２. 本件買収の要旨

（１） 本件買収の方法

科研製薬は、売主グループのうち、「FYARRO®」に関連する事業（以下「FYARRO 事



   
   

2 
 

業」）のみを取得することを目的として本件買収を行います。なお、「FYARRO®」の 2023
年 10 月～2024 年９月の１年間の売上高は約 25 百万米ドルとなっております。 
 
Aadi 社は売主グループの事業を担う売主の完全子会社です。本件買収に先立ち、売主

グループから Aadi 社に FYARRO 事業に関連する資産、負債、契約上の地位及びこれら

に付随する権利義務等を集約し、また Aadi 社から売主へその他の事業に関連する資産、

負債、契約上の地位及びこれらに付随する権利義務等（開発中止済みのパイプライン等

に関するものを含む）を切り出したうえで、科研製薬が本件買収のためにその傘下に設

立した特別目的会社を通じて Aadi 社の全株式を取得することを予定しております。 
 
（２） 本件買収に要する資金について 
 本件買収に必要な資金は手元資金を充当いたします。 
 
３．特別目的会社の概要 
（１） 名 称 KAKEN INVESTMENTS INC. 

（２） 所 在 地 
MWE Corporate Services, LLC,. 
1000 N. West Street, Suite 1400, Wilmington, Delaware 19801 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 鈴土 雅 
（４） 事 業 内 容 持株会社 
（５） 資 本 金 １米ドル（会社設立時） 
（６） 設 立 年 月 日 2024 年 12 月 13 日 
（７） 大株主及び持株比率 科研製薬：100% 

（８） 
上 場 会 社 と 
当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 科研製薬が 100%出資で設立しております。 

人 的 関 係 
科研製薬の常務取締役が当該会社の代表取締

役社長を兼務しております。 

取 引 関 係 

科研製薬と当該会社との間には、記載すべき取

引関係はありません。また、科研製薬の関係者

及び関係会社と当該会社の関係者及び関係会

社の間には、特筆すべき取引関係はありませ

ん。 
※2025 年１月以降に増資もしくは貸付けにより 100 百万米ドルを調達予定です。 
 
４．Aadi 社の概要 
（１） 名 称 Aadi Subsidiary, Inc. 
（２） 所 在 地 17383 Sunset Boulevard, Pacific Palisades, CA 90272 

（３） 代表者の役職・氏名 
President and Chief Executive Officer, 
David J. Lennon, Ph.D., 

（４） 事 業 内 容 医薬品の研究開発・「FYARRO®」の販売 
（５） 資 本 金 10 米ドル 
（６） 設 立 年 月 日 2011 年９月 30 日 
（７） 大株主及び持株比率 Aadi Bioscience, Inc.：100％ 
（８） 上場会社と当該会社 資 本 関 係 科研製薬と Aadi 社との間には、記載すべき資本
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と の 間 の 関 係 関係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と Aadi 社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係 

科研製薬と Aadi 社との間には、記載すべき人的

関係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と Aadi 社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係 

科研製薬と Aadi 社との間には、記載すべき取引

関係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と Aadi 社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき取引関係はありません。 
（９） Aadi 社の最近３年間の経営成績及び財政状態  

決算期 2021 年 12 月期 2022 年 12 月期 2023 年 12 月期 
 純 資 産    
 総 資 産    
 １ 株 当 た り 純 資 産    
 売 上 高    
 営 業 利 益    
 経 常 利 益    
 当 期 純 利 益    
 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益    
 １ 株 当 た り 配 当 金    
※Aadi 社への FYARRO 事業の集約及びその他事業の切り出しは 2025 年６月 30 日までに実施予

定であり、FYARRO 事業の集約及びその他事業の切り出し後の「（９）Aadi 社の最近３年間の経

営成績及び財政状態」は記載できないため、上記表のとおり空欄としております。 
 
５．株式取得の相手先の概要 
（１） 名 称 Aadi Bioscience, Inc. 

（２） 所 在 地 
Corporation Trust Center, 1209 Orange Street, in the City of 
Wilmington, County of New Castle, Delaware 19801 

（３） 代表者の役職・氏名 CEO, David Lennon 
（４） 事 業 内 容 医薬品の研究開発 
（５） 資 本 金 ２千米ドル（2024 年９月 30 日時点） 
（６） 設 立 年 月 日 2007 年 11 月 16 日 
（７） 純 資 産 68,868 千米ドル（2024 年９月 30 日時点） 
（８） 総 資 産 85,698 千米ドル（2024 年９月 30 日時点） 

（９） 大株主及び持株比率 

Avoro Capital Advisors, LLC: 11.6% 
BML Capital Management, LLC: 8.1% 
Acuta Capital Partners, LLC: 7.5% 
EcoR1 Capital, LLC: 7.5% 
Neil Desai: 7.3% 
Acorn Capital Advisors, LLC: 6.4% 

（10） 上 場 会 社 と 資 本 関 係 科研製薬と売主との間には、記載すべき資本関
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当 該 会 社 の 関 係 係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と売主の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係 

科研製薬と売主との間には、記載すべき人的関

係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と売主の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係 

科研製薬と売主との間には、記載すべき取引関

係はありません。また、科研製薬の関係者及び

関係会社と売主の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき取引関係はありません。 
関 連 当 事

者 へ の 該

当 状 況 

売主は科研製薬の関連当事者には該当しませ

ん。 

 
＜売主の保有する製品、パイプライン＞  

製品、パイプライン 領域 適応症 ターゲット ステージ 
FYARRO® がん 悪性血管周囲類上皮細胞

腫瘍 
mTOR 承認済み 

PRECISION 1 がん 
 

TSC1 ／TSC2 機能喪失変

異を有する固形悪性腫瘍 
mTOR 開発中止 

Advanced or recurrent 
endometrioid-type 
endometrial cancer 

がん 類内膜癌 mTOR 臨床第２相試験 
 

Neuroendocrine tumors 
（NETs） 

がん 神経内分泌腫瘍 mTOR 臨床第２相試験 
 

※「FYARRO®」以外のパイプラインは譲渡対象外となる予定です。 
 
６．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 
０株 
（議決権の数：０個） 
（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数  
1,000 株 
（議決権の数：1,000 個） 

（３） 取 得 価 額 100 百万米ドル 

（４） 異動後の所有株式数 
1,000 株 
（議決権の数：1,000 個） 
（議決権所有割合：100％） 

※実際の取得価額は、本株式譲渡契約に定められた価格調整等により確定いたします。 
 
 なお、科研製薬から独立した第三者評価機関である株式会社プルータス・コンサルティング

（東京都千代田区霞が関三丁目２番５号霞が関ビルディング 35 階、代表取締役社長 野口 真



   
   

5 
 

人）より、取得価額は、一定の前提条件のもとで、財務的見地から公正である旨のフェアネス・

オピニオンを取得しております。 
 
７．日 程 
（１） 特 別 目 的 会 社 

設 立 日 
2024 年 12 月 13 日 

（２） 取 締 役 会 決 議 日 2024 年 12 月 19 日 
（３） 契 約 締 結 日 2024 年 12 月 20 日 
（４） 株 式 譲 渡 実 行 日 2025 年６月 30 日までに（予定） 

 
８．今後の見通し 

本件買収による科研製薬の連結業績への影響につきましては現在精査中であり、今後開示す

べき事由が生じた場合は、速やかにお知らせいたします。 
 
（参考）当期連結業績予想（2024 年８月７日公表分）及び前期連結実績 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

当期連結業績予想 
（2025 年３月期） 

88,500 20,800 21,200 14,200 374 円 97 銭 

前期連結実績 
（2024 年３月期） 

72,044 9,513 9,951 8,025 212 円 67 銭 

 
以 上 

 
将来に関する記述等についての注意事項 

本リリースには、本件買収に関するものを含め、将来の見通しに関する記述が含まれていま

す。「予想する（anticipate）」、「信じる（believe）」、「見積もる（estimate）」、「期待する

（expect）」、「意図する（intend）」、「かもしれない（may）」、「かもしれない（might）」、「計

画する（plan）」、「予測する（predict）」、「企画する（project）」、「目標する（target）」、「可

能性がある（potential）」、「だろう（will）」、「だろう（would）」、「かもしれない（could）」、
「はずだ（should）」、「継続する（continue）」、及び同様の表現は、将来予想に関する記述を

識別することを意図していますが、すべての将来予想に関する記述がこれらの識別語を含んで

いるわけではありません。実際の結果は、科研製薬が本件買収を成功裏に完了させることがで

きるかどうか、または科研製薬の事業計画を予定通りに遂行できるかどうか等、さまざまなリ

スクや不確実性の結果、科研製薬が将来見通しに関する記述で開示した計画、意図、期待とは

大きく異なる可能性があります。本リリースに含まれる将来の見通しに関する記述は、将来の

出来事に関する本リリースの日付現在の科研製薬の見解を反映したものであり、科研製薬は、

適用される法律で義務付けられている場合を除き、将来の見通しに関する記述を更新する義務

を負いません。また、本リリースには医薬品（開発中のものを含む）に関する情報が含まれて

いますが、これらの記述は広告や医学的助言を意図したものではありません。 


